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論文内容要旨 

 

 唾液分泌は、歯根膜感覚や味覚をおもな反射刺激とする神経系によって支配されており、とくに交

感神経はタンパク質の分泌を促進することがよく知られている。唾液中の免疫機構の主力となる SIgA

は自律神経刺激によって、分泌量が変化することが報告されている。そこで，唾液中の抗菌因子の分

泌促進法を検索する目的で、交感神経刺激時および味覚刺激（酸味，苦味）時における SIgA およびペ

ルオキシダーゼの分泌能を比較検討した。 

 実験には体重 280～300g の雄性 Wistar 系ラットを用いた。ラットはペントバルビタール（50mg/kg；

腹腔内投与）で麻酔後、顎下腺唾液採取のためのポリエチレンチューブを顎下腺の排泄管開口部に挿

入した後、1）交感神経刺激として、イソプレナリン(IPR；2, 4 および 8 mg/kg 体重，腹腔内投与)、

2）味覚刺激（口腔内に注射器を用いて注入）として、(1)酸味刺激:クエン酸溶液（CIT；１, 3 および

5 mM）、および(2)苦味刺激：塩酸キニーネ溶液(QUI；5, 30 および 50μM)を用いて、各刺激時の顎下

腺唾液を採取し、分泌量の算定、ペルオキシダーゼ活性の測定、SIgA の定量（ELISA）および交感神経

の興奮度を検索するためにアミラーゼ活性を測定した。さらに、各刺激前にアドレナリンβ遮断薬の

プロプラノロール（PPL；8mg/kg 体重，腹腔内投与）を投与して、その影響も検討した。唾液分泌量

は IPR 投与時では、9±1〜31±3μL/min/100 mg gland で最も小さく、 CIT 投与時では、289±13〜

402±25μL/min/100 mg gland，QUI 投与時では、132±21〜311±28μL /min/100 mg gland で強い水

分泌効果が確認された。一方，PPL の投与によって、CIT と QUI では強い抑制効果がみられた。ペルオ

キシダーゼ活性は IPR 投与時では、2.2±0.7〜4.3±0.9 U/L，CIT 投与時では、2±0.15〜1.5±0.23 

U/L,QUI 投与時では、0.9±0.02〜1.1±0.07 U/L であったが、 PPL 投与によって、IPR では単独投与

時の約 20％，QUI では 50％にまで減少したが、CIT では影響はなかった。SIgA 濃度は IPR 投与時では、

114±11〜153±15μg/mL，CIT 投与時では、123±13〜165±23μg/mL，QUI 液投与時では、111±13〜



149±21μg/mL であった.そして，PPL による強い抑制効果は，IPR および QUI でみられたが，CIT では

ほとんど影響はなかった。アミラーゼ活性は IPR 投与時では、 20±11〜142±15 U/L，CIT 投与時では、

78±12〜115±25 U/L、QUI 投与時では、98±14〜123±26 U/L であったが、PPL の投与によって、IPR

および QUI で強い抑制効果がみられたが CIT に対してはわずかであった。 

 以上の実験結果から、唾液中の非特異性抗菌因子のペルオキシダーゼは交感神経系の興奮による分

泌が主であり、一方、特異性抗菌因子の SIgA 分泌は交感神経系の興奮のみならず、他の刺激入力も有

効で、味覚刺激とくに酸味刺激によって強く促されることが明らかとなり、口腔機能をより活発にす

ることによる唾液分泌の促進が、健康維持に重要であることが示唆された。 

 

論文審査結果要旨 

 

 唾液中の免疫機構の主力となるSIgAは自律神経刺激によって、分泌量が変化することが報告されて

いる。そこで著者は唾液中への抗菌因子の分泌促進法を検索する目的で、実験動物としてペントバル

ビタールで麻酔したラットを用いて、顎下腺に対する交感神経刺激時および味覚刺激（酸味，苦味）

時に、SIgAおよびペルオキシダーゼの分泌能を比較検討して、以下の成果を得ている。 

 顎下腺唾液採取のためのポリエチレンチューブを顎下腺の排泄管開口部に挿入した後、1）交感神経

刺激として、イソプレナリン(IPR；2, 4 および 8 mg/kg 体重，腹腔内投与)、2）味覚刺激（口腔内

に注射器を用いて注入）として、(1)酸味刺激:クエン酸溶液（CIT；１, 3 および 5 mM），および(2)苦

味刺激：塩酸キニーネ溶液(QUI；5, 30 および 50μM)を用いて、各刺激時の顎下腺唾液を採取し、分

泌量の算定、ペルオキシダーゼ活性の測定、 IgA の定量（ELISA）および交感神経の興奮度を検索する

ためにアミラーゼ活性を測定した。さらに、各刺激前にアドレナリンβ遮断薬のプロプラノロール

（PPL；8mg/kg 体重，腹腔内投与）を投与して、その影響も検討した。唾液分泌量は IPR 投与時では、

9±1〜31±3μL/min/100 mg gland で最も小さく、 CIT 投与時では、その約 15 倍、QUI 投与時では、

約 10 倍となり、酸味および苦味刺激で強い水分泌効果があり、PPL（β遮断薬）の投与によって、CIT

と QUI では強い抑制効果があることを確認した。ペルオキシダーゼ活性は IPR 投与時では、2.2±0.7

〜4.3±0.9 U/L で、CIT 投与時では、その約 60％、QUI 投与時では約 40％であったが、 PPL 投与によ

って、IPR は約 20％に、QUI では 50％にまで減少したが、CIT では影響されなかった。SIgA 濃度は IPR

投与時では、114±11〜153±15μg/mL で、CIT 投与時では、その 1.2 倍、QUI 投与時では、ほぼ同等で

あった。そして、PPL に投与によって IPR および QUI で強い抑制効果がみられ。CIT ではほとんど影響

はなかった。 アミラーゼ活性は IPR 投与時では、120±11〜142±15 U/L であったが、 CIT 投与時お

よび QUI 投与時では、その約 80％であり、PPL の投与によって、IPR および QUI で強い抑制効果がみ

られたが、CIT に対してはわずかであることを確認した。 

 以上の実験結果から、唾液中の非特異性抗菌因子のペルオキシダーゼは交感神経系の興奮による分

泌が主であり、一方、特異性抗菌因子の SIgA 分泌は交感神経系の興奮のみならず、他の刺激入力も有

効で、味覚刺激とくに酸味刺激によって強く促されることが明らかとなり、口腔機能をより活発にす

ることによる唾液分泌の促進が、健康維持に重要であることを明らかにしている。 

以上、味覚刺激とくに酸味および苦味刺激が、唾液中の抗菌因子の SIgA およびペルオキシダ―ゼの

分泌促進に効果があることを明らかにした点において、本論文は博士（歯学）の学位を授与するに値

すると判定した。 

 なお，外国語１か国語（英語）について試問を行った結果，合格と認定した． 


